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を
テ
ー
マ
に
講
義
し
ま
し
た
。 

 

水
井
教
授
＝
写
真
＝
は
、
皇

太
子
殿
下
が
朗
読
し
て
話
題
に

な
っ
た
米
国
の
ド
ロ
シ
ー
・
ノ

ル
ト
氏
の
著
作
「
子
ど
も
が
育

つ
魔
法
の
言
葉
」
の
「
子
は
親

の
鏡
」
か
ら
「
け
な
さ
れ
て
育

つ
と
、
子
ど
も
は
人
を
け
な
す

よ
う
に
な
る
。
愛
し
て
あ
げ
れ

ば
、
子
ど
も
は
人
を
愛
す
る
こ

と
を
学
ぶ
」
な
ど
、
子
育
て
の

知
恵
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

教
職
員
チ
ー
ム
67
位 

 

富
山
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン 

 

十
月
二
日
に
富
山
市
で
開
か

れ
た
富
山
あ
い
の
風
リ
レ
ー
マ

ラ
ソ
ン
に
出
場
し
た
金
沢
学
院

教
職
員
チ
ー
ム
は
、
一
昨
年
の

タ
イ
ム
を
上
回
る
３
時
間
５
分

22
秒
で
、
全
体
百
七
十
二
チ
ー

ム
中
の
六
十
七
位
で
し
た
。
参

加
メ
ン
バ
ー
は
次
の
皆
さ
ん
。 

 

島
﨑
外
志
夫
、
細
川
亮
弥
、

望
月
弘
、
長
尾
準
一
郎
、
奥
田

浩
、
片
山
崇
、
徳
田
正
人
、
西

川
亨
、
望
月
ゆ
か
り
、
萩
野
有

希
、
福
井
尋
一
、
奥
井
伸
吾
、

坪
田
武
士
、
（
タ
イ
ム
キ
ー
パ

ー
）
川
原
智
花
、
浦
島
揺
子 

 

ぞ
れ
の
立
場
で
活
躍
し
て
い

る
。
皆
さ
ん
も
着
実
に
歩
ん
で

ほ
し
い
」
と
は
な
む
け
の
言
葉

を
送
り
ま
し
た
。 

 

金
沢
学
院
大
学
、
金
沢
学
院

短
期
大
学
の
九
月
卒
業
式
は
九

月
三
十
日
、
短
大
第
一
会
議
室

で
行
わ
れ
、
単
位
不
足
な
ど
で

卒
業
が
半
年
遅
れ
た
五
人
の
学

生
（
短
大
二
人
、
大
学
三
人
）

に
石
田
寛
人
学
長
か
ら
卒
業
証

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

石
田
学
長
は
李
白
の
漢
詩
の

一
節
を
添
え
て
、「
社
会
に
お
い

て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
そ
れ 

石
田
学
長
か
ら
卒
業
証
書
を
受

け
取
る
卒
業
生
＝
短
大
会
議
室 

子
ど
も
を
育
て
る
絵
本
解
説 

土
曜
大
学
で
水
井
教
授 

金
沢
学
院
大
学
基
礎
教
育
機

構
の
第
五
回
土
曜
大
学
は
九
月

十
七
日
、
３
号
館
で
行
わ
れ
、 

 

半
年
遅
れ
て
門
出
の
日 

大
学
・
短
大
５
人
に
卒
業
証
書 

 

生徒の質問に答える卒業生＝金沢学院東高体育館 

チ
ャ
ン
ス
は
自
分
の
手
で
つ
か
め 

 

金
沢
学
院
東
高
校
の
卒
業
生
に

よ
る
就
職
講
話
は
九
月
二
十
一

日
、
体
育
館
で
あ
り
、
四
人
が
社

会
人
と
し
て
の
心
構
え
や
仕
事
の

や
り
が
い
な
ど
に
つ
い
て
話
し
、

後
輩
た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。 

 

一
双
貞
治
君
（
平
成
十
一
年
度

卒
、
金
沢
学
院
大
学
―
シ
ョ
セ
キ
）

は
「
チ
ャ
ン
ス
は
待
つ
の
で
は
な

く
、
自
分
か
ら
行
動
し
て
つ
か
ん

で
ほ
し
い
」
、
寺
谷
八
千
代
さ
ん

（
十
三
年
度
卒
、
金
沢
学
院
短
大

―
宝
達
志
水
町
役
場
相
見
保
育

所
）
は
体
力
を
つ
け
よ
う
と
始
め

た
剣
道
を
続
け
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
、「
続
け
て
い
る
と
何
か
が
見

え
て
く
る
。
何
事
も
投
げ
出
さ
ず

に
頑
張
っ
て
」
と
激
励
し
ま
し
た
。 
 

上
田
政
明
君
（
十
一
年
度
卒
、 

水
井
雅
子
教

授
が
「
子
ど

も
を
育
て
る

魔
法
の
こ
と

ば
～
絵
本
が

語
る
も
の
」 

金
沢
学
院
大
学
―
石
川
ト
ヨ
ペ

ッ
ト
）
は
「
営
業
は
嫌
な
こ
と

も
多
い
が
、
注
文
書
に
判
子
を

も
ら
っ
た
時
に
や
り
が
い
を
感

じ
る
」
、
ま
た
山
崎
由
佳
さ
ん

（
十
一
年
度
卒
、
県
立
看
護
大

―
金
沢
医
療
セ
ン
タ
ー
）
は
「
正

確
な
医
療
知
識
を
得
る
た
め
に 

日
々
勉
強
が
続
く
が
、
患
者
か

ら
感
謝
さ
れ
た
時
、
看
護
の
仕

事
に
就
い
て
良
か
っ
た
と
思

う
」
と
話
し
ま
し
た
。 

演
奏
や
仮
装
で
に
ぎ
わ
う 

 

東
高
校
学
校
祭

 

金
沢
学
院
東
高
校
の
平
成
十

七
年
度
学
校
祭
は
九
月
八
日
と 

 
交通安全指導を行いながら、児童と朝の挨

拶を交わす東高生＝犀川小学校前 

元
気
に
「

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

東
高
校
生
が
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動 

 

金
沢
学
院
東
高
校
は
九
月
十

二
日
か
ら
十
六
日
ま
で
、
グ
ッ

ド
マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一

環
と
し
て
、
学
校
周
辺
で
朝
の

あ
い
さ
つ
運
動
と
交
通
安
全
指

導
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

各
ク
ラ
ス
の
公
安
委
員
が
、

東
高
玄
関
前
、
犀
川
小
学
校
前

と
末
保
育
園
前
の
各
交
差
点
に

立
ち
、
横
断
時
の
交
通
安
全
指

導
を
行
い
な
が
ら
、
園
児
、
児

童
、
生
徒
と
大
き
な
声
で
「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
挨
拶

を
交
わ
し
ま
し
た
。 

 

九
日
、
校
内
で
行
わ
れ
、
文
化

部
の
発
表
や
、
ダ
ン
ス
、
バ
ン

ド
演
奏
の
披
露
な
ど
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。 

 

九
日
の
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
、
二
年
生
の
ク
ラ
ス
ご
と
に

ア
イ
デ
ア
を
凝
ら
し
た
出
し
物

を
用
意
し
、
続
々
テ
レ
ビ
か
ら

飛
び
出
す
「
貞
子
」
や
愛
ら
し

い
モ
リ
ゾ
ー
と
キ
ッ
コ
ロ
＝
写

真
＝
が
笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。 

東
高
卒
業
生 

就
職
講
話
で
後
輩
を
激
励 

 

和
田
君
に
奨
励
賞 

 

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学

部
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
四
年
和

田
夏
樹
君
の
動
画
が
、
富
山
Ｃ

Ｇ
コ
ン
テ
ス
ト
Ｃ
Ｇ
一
般
部
門

で
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 


